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令和３年度一般会計当初予算　39億4,600万円
前年度対比3.6％減

一般会計総額

・議会費

・総務費

・民生費

・衛生費

・農林水産費

・商工費

・土木費

・消防費

・教育費

・災害復旧費

・公債費

・予備費

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

水道事業（収益的収入）

39億4,600万円

6,854万円

6億800万円

7億6,999万円

5億1,950万円

1億7,421万円

3億8,118万円

2億8,166万円

1億5,031万円

4億4,538万円

5,700万円

4億8,523万円

500万円

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
２
日
間
に
わ
た
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

1.7

15.4

19.5

13.2

4.4

9.7

7.1

3.8

11.3

1.5

12.3

0.1

△1億4,800万円

17万円

△1億4,504万円

1,252万円

1億8,188万円

△2,382万円

445万円

3,320万円

△960万円

△2,519万円

△2億円

2,393万円

△50万円

△3.6

0.3

△19.3

1.7

53.9

△12.0

1.2

13.4

△6.0

△5.4

△77.8

5.2

9.1

5億3,100万円

6億8,607万円

7,929万円

9,400万円

100万円

△1,870万円

△84万円

240万円

0.2

△2.7

△1.1

2.6

会計名及び内訳
令和３年度

当初予算

構成割合

％ 増減率 ％増減額

対前年度当初予算

会計名及び内訳
令和３年度

当初予算 増減率 ％増減額

対前年度当初予算

■一般会計（賛成多数で可決）

■特別会計（全員賛成で可決）
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町　税
町民税や固定資産税
等の税金

5億 5,376万円
構成割合 (14.0％)

町債（町の借金）
主に建設事業に充てる
ために借り入れるお金

3億 4,920万円
構成割合 (8.8％)

国・県支出金
国・県が負担するお金
　

4億 152万円
構成割合 (10.2％)

地方交付税
行政運営に国から交
付されるお金

17億 2,000万円
構成割合 (43.6％)

主な歳入予算額

令和３年度主な重点事業

　
●八峰の湯大改修　設計委託料

2,000万円
令和４年度に予定している大規模改修に向けた
設計委託料です。

商工費　
●観光拠点センター周辺整備（新規）

2,535万円
レンゲつつじの植生回復、笹刈を行うなど観光
拠点センター周辺の整備を行います。

商工費

　
●特別教室へのエアコン整備

1,700万円
小海小学校の図書室・理科室・音楽室など６室
にエアコンを整備します。

教育費　
●道路改良工事、橋梁補修業務

1億1,600万円
新田小海原線の未改良区間の工事と橋梁の長寿
命化計画に伴い令和３年度は下屋敷橋の工事を
行います。

土木費

　
●町営住宅建設（新規）

1億700万円
大畑地区に町営住宅を建設します。

衛生費

　
●新型コロナウィルスワクチン接種関係費用

3,367万円
ワクチン接種に関する相談の窓口を開設します。

衛生費

　
●特産品関係

822万円
特産品の加工、販売促進に努めて参ります。

農林水産費

　
●児童館遊戯室エアコン設置（新規）

220万円
熱中症対策及びソーシャルディスタンス確保の
ため遊戯室にエアコンを設置します。

民生費

　
●憩うまちこうみ関係事業費
 1,232万円
人材教育、モニターツアー実施、オンライン企
業セミナーなどを実施します。

総務費 　
●本間　村上地籍宅地造成調査設計（新規）

3,500万円
35区画程度を予定しています。

総務費

町 の お 金 は こ の
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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

令和２年度 特別会計補正予算（第４号）
国民健康保険事業特別会計 138万円減額補正　総額５億8,469万円
介護保険事業特別会計 2,068万円減額補正　総額６億8,333万円

全員賛成で可決

　

人
事
案
２
件
、
規
約
変
更
案
等
２
件
、
契
約
議
決
案
１
件
、
条
例
案
８
件
、
当
初

予
算
案
５
件
、
補
正
予
算
案
３
件
の
合
計
21
件
で
審
議
が
行
わ
れ
、
案
件
が
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

全員賛成で可決令和２年度一般会計補正予算（第８号）

5,361万円を減額補正　総額51億5,699万円
【歳出の主なもの】
●総務費 △2,946万円
●商工費 △6,220万円
●教育費 △2,500万円
●予備費 １億608万円

【財源の主なもの】
●地方交付税　 8,613万円
●使用料及び手数料 △2,994万円
●諸収入 △6,373万円
●町債　 △5,410万円

　
矢
坂
実
也
氏
︵
稲
子
︶
が
全
員
賛
成
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
１
月
31
日

ま
で
で
す
。

　
中
島
行
男
氏
︵
芦
谷
︶
が
全
員
賛
成
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
３
年
４
月
９
日
か

ら
令
和
６
年
４
月
８
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
佐
久
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
か
ら
血
液

保
管
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
と
と

畜
場
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
の

廃
止
に
伴
う
改
正
で
す
。
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
就
学
相
談
委
員
会
の
事
務
局
を
小
海
町
教
育

委
員
会
か
ら
南
牧
村
教
育
委
員
会
に
変
更
す
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

人
事
案

規　
　

約

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

教
育
長
の
任
命
同
意

佐
久
広
域
連
合
規
約
の
変
更

南
佐
久
郡
児
童
生
徒
就
学
相
談
委
員
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
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３月議会 第１回定例会で３月議会 第１回定例会で

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
の
柔
道
整
復
施
術
療
養
費

を
窓
口
無
料
化
と
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
改
正
で
す
。
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
第
８
期
︵
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
︶

の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

　
延
滞
金
に
つ
い
て
地
方
税
法
の
特
例
基
準
割

合
に
倣
っ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
移
住
定
住
促
進
施
設
に
大
畑
地
区
の
施
設
を

加
え
る
も
の
で
す
。
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
農
林
施
設
災
害
復
旧
工
事
　
宮
下
用
水
頭
首

工
の
工
期
を
１
年
延
長
し
令
和
４
年
３
月
25
日

と
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
町
民
の
買
い
物
や
バ
ス
利
用
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
バ
ス
の
運
行
路
線
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
新
規
施
設
の
設
置
を
明
記
す
る
と
共
に
、
各

シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
利
用
料
金
を
柔
軟
に
設
定

す
る
た
め
、
利
用
料
金
の
規
定
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

　
条
例
制
定
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
授
業
料

や
家
賃
な
ど
の
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
及
び

保
護
者
の
経
済
的
不
安
が
増
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
貸
与
額
並
び
に
償
還
期
間
を
変
更
す
る

契
約
議
決

条
例
改
正

建
設
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

小
海
町
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

小
海
町
営
路
線
バ
ス
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

キ
ャ
リ
フ
ー
ル
小
海
事
業
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
海
町
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

小
海
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

小
海
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

小
海
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
海
町
移
住
定
住
促
進
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

有
坂
　
辰
六

第１回定例会で賛否が分かれた議案（賛成多数）　　（○は挙手）
（議員氏名）

（議案名）

議案第６号　キャリフール小海事業レ
クリェーション施設の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例

古
谷
　
恒
晴

渡

辺

　

均

井
出
　
幸
実

井
上
　
一
郎

小
池
　
捨
吉

篠
原
　
義
從

的
埜
美
香
子

井

出

　

薫

新
津
　
孝
徳

鷹
野
弥
洲
年

篠
原
　
伸
男

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第10号　小海町介護保険条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第13号　令和３年度小海町一般
会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議 

長 

職
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議案質疑

書
庫
整
理
棚
の
購
入
費
と
は

A Q
保
管
期
限
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
な
整
理

棚
を
購
入
し
文
書
の
整
理
を
行
い
ま
す
。 ？

A

貸
し
付
け
条
件
の
緩
和
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
る
際
に
入
学

金
相
当
の
30
万
円
の
支
援
を
し
て
お
り
ま

す
。

奨
学
金
の
額
を
上
げ
る
よ
り
貸
付

条
件
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か

Q

？

事
業
継
承
の
豆
腐
売
り
上
げ
収
入

に
つ
い
て
。
今
後
の
経
営
は

A Q
現
在
協
力
隊
が
豆
腐
作
り
に
つ
い
て
修
行

中
で
す
。
７
月
以
降
一
人
立
ち
し
た
売
り

上
げ
の
見
込
を
雑
入
と
し
ま
す
。
今
年
度

は
町
で
経
営
し
、
来
年
度
以
降
は
協
力
隊

へ
の
委
託
事
業
と
す
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

？

ま
す
。
金
額
に
つ
い
て
は
大
田
団
地
を
前

例
に
比
較
し
、
面
積
的
に
も
こ
の
く
ら
い

で
出
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
目
論
見
の
も
と

計
上
し
ま
し
た
。
実
際
に
業
者
か
ら
も
ら

っ
た
見
積
は
だ
い
ぶ
高
い
た
め
業
者
と
折

衝
す
る
な
り
努
力
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

小
海
町
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
県
の

指
導
と
は

QA

現
在
、
財
政
規
模
40
億
弱
の
う
ち
半
分
相

当
の
額
が
財
政
調
整
基
金
と
し
て
積
み
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
な
ら
ば
地
方

交
付
税
を
あ
て
に
せ
ず
財
政
調
整
基
金
を

先
に
使
う
よ
う
に
と
の
指
導
で
す
。

？

森
林
組
合
の
配
当
金
に
つ
い
て
。

30
年
、
令
和
元
年
と
小
海
町
、

両
相
木
で
何
千
万
と
補
助
を
出

し
て
い
る
、
そ
し
て
利
益
が
出

た
か
ら
と
高
い
率
の
配
当
だ
が
、

税
金
の
還
流
で
は
な
い
の
か

A Q
安
全
に
、
効
率
の
い
い
搬
出
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
補
助
金
の
陳
情
が
あ
り
ま
し

た
。
配
当
に
つ
い
て
は
総
代
会
な
り
公
の

と
こ
ろ
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
　

？

財
政
調
整
基
金
の
目
的
を
分
か

り
や
す
く
、
使
い
や
す
く
し
て

頂
き
た
い
。
基
金
の
あ
り
方
を
、

一
般
的
な
貯
金
か
、
目
的
が
あ

る
貯
金
か
の
区
別
を
検
討
し
て

改
善
し
て
頂
き
た
い
。

Q

A

建
設
か
ら
30
年
余
り
が
経
ち
４
期
に
わ
け

て
工
事
を
行
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
電

気
設
備
工
事
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
修
繕
を

行
い
、
そ
の
後
は
屋
根
の
雨
漏
り
、
外
壁
、

壁
の
亀
裂
等
順
次
修
繕
し
て
い
き
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
園
運
営
費
の
工
事
費
と
は

Q

？

障
害
者
福
祉
検
討
委
員
会
の
検

討
結
果
と
令
和
３
年
の
取
り
組

み
は

Q

？

A

令
和
３
年
度
か
ら
の
障
害
者
計
画
、
障
害

者
福
祉
計
画
と
２
つ
の
計
画
と
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
関
係
の
将
来
的

な
話
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月
か
ら
は

就
労
Ｂ
も
含
め
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
も
や
っ
て
い
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
令
和
３
年
に
中
身
を
検
討
し
、
４
年

度
の
予
算
化
を
目
指
し
ま
す
。
委
員
会
の

報
酬
に
つ
い
て
は
補
正
で
計
上
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

分
譲
地
設
計
委
託
料
３,

５
０
０
万

円
の
内
訳
は

A Q
場
所
は
本
間
地
区
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
調
査
測
量
設
計
を
し
た
い
と
思
い

？
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議案質疑

ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培
に
つ
い
て

A Q
栽
培
さ
れ
る
方
が
今
年
度
も
う
１
人
増
え

２
人
に
な
り
ま
す
。
初
期
投
資
の
費
用
と

ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
参
加
費
に
つ
い
て

町
の
予
算
で
み
ま
す
。

？

ご
み
処
理
関
係
費
、
草
刈
り
久

保
の
今
後
は

A Q
施
設
は
閉
鎖
し
、
放
流
水
の
水
質
検
査
は

続
け
て
い
き
ま
す
。 ？

町
営
住
宅
建
設
工
事
費
、
前
回

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
今
回
入
札

に
し
た
理
由
は

Q

？

A

前
回
、
忖
度
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
議
員
が

い
た
の
で
そ
ん
な
疑
念
を
持
た
れ
な
い
よ

　 ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
外

出
が
不
自
由
な
人
、
車
の
運
転

の
で
き
な
い
人
の
対
応
は

A Q
タ
ク
シ
ー
券
を
ご
利
用
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

？

A

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
必
要
な
ら
ば
ワ

ゴ
ン
タ
イ
プ
の
町
営
バ
ス
も
活
用
し
ま
す
。

３
月
中
に
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
車

い
す
の
方
は
移
送
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
は
ど
う
か
。
移
送
の

シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要

で
は
な
い
か

Q

？

店
舗
等
新
築
助
成
事
業
、
制
度

を
見
直
し
た
点
は

A Q
改
装
し
た
事
業
が
そ
の
店
舗
の
主
な
事
業

で
あ
る
こ
と
、
趣
味
的
な
店
舗
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
ま
た
併
用
住
宅
の
場
合
は

住
宅
に
係
る
部
分
は
按
分
し
て
、
助
成
率

は
25
％
と
し
ま
す
。
上
限
は
200
万
円
で
す
。

支
払
い
に
つ
い
て
は
領
収
書
も
可
で
す
が
、

そ
の
場
合
は
ど
こ
で
、
い
つ
と
い
う
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
が
で
き
る
だ
け
振
り
込

み
で
と
い
う
お
願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
場
合
は
確
認
で
き

る
も
の
の
写
し
を
添
付
し
て
頂
き
ま
す
。

？

八
峰
の
湯
改
修
計
画
委
託
に
つ

い
て
、
施
設
改
修
は
１
年
先
送

り
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か

Q

？

A

施
設
は
、
15
年
経
っ
て
お
り
、
ボ
イ
ラ
ー
、

ろ
過
機
、
浴
室
等
修
繕
が
必
要
な
箇
所
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
も
含
め
改
修
時
期
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
な
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

を
増
や
し
て
ゆ
っ
く
り
と
働
け

る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
間
外

報
酬
が
多
い
が

Q

？

A

大
部
分
が
八
峰
の
湯
の
従
業
員
で
す
。
募

集
し
て
も
中
々
集
ま
ら
ず
結
果
的
に
７
時

間
を
超
え
た
勤
務
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
関
係
が
軒
並
み

昨
年
に
比
べ
予
算
が
増
額
さ
れ

て
い
る
が

Q

？

A

開
催
時
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
あ
り
ま
す
し
、

コ
ロ
ナ
禍
明
け
を
信
じ
て
予
算
計
上
し
ま

し
た
。

令
和
３
度
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

耐
震
化
推
進
事
業
と
は

A Q
盛
土
を
し
て
い
る
場
所
、
小
海
リ
エ
ッ
ク

ス
や
松
原
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
を
耐
震
に
対

応
で
き
る
か
国
の
補
助
を
も
ら
い
調
査
し

ま
し
た
。

？

う
、
今
回
は
設
計
を
し
て
か
ら
入
札
と
し

ま
す
。
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国
道
141
号
線
か
ら
分
岐
す
る

県
道
松
原
湖
線
八
那
池
・
リ
エ
ッ

ク
ス
間
で
は
、
冬
期
の
事
故
が
毎

年
起
き
て
い
ま
す
。
松
原
湖
よ
り

下
り
に
向
か
っ
て
猪
名
湖
食
堂
付

近
に
道
路
凍
結
を
強
調
す
る
電
光

掲
示
板
の
設
置
は
で
き
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
県
道
松
原
湖
高

原
線
は
佐
久
建
設
事
務
所
維
持
管

理
課
が
窓
口
で
あ
り
現
在
松
原
湖

湖
水
入
口
手
前
に
１
基
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
電
光
掲
示
板
は
危

険
の
お
知
ら
せ
や
、
温
度
表
示
等

も
遠
隔
操
作
で
表
示
内
容
も
換
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
１

基
設
置
す
る
の
に
数
百
万
円
の
費

　

用
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。
県

に
お
願
い
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
第
６
次
長
期
振
興
計
画
で
は

道
路
交
通
安
全
基
盤
整
備
に
つ
い

て
近
年
に
多
い
重
大
事
故
防
止
の

た
め
、
安
全
施
設
整
備
と
あ
る
が
、

絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
県
道
、
町
道
に

お
い
て
も
塩
カ
ル
の
散
布
等
を
丁

寧
に
お
こ
な
い
観
光
客
や
普
段
通

行
し
な
い
方
々
に
表
示
す
る
面
も

あ
り
ま
す
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
ず

に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を
呼
び
か

け
る
と
共
に
安
全
な
道
路
に
つ
い

　

時
期
を
見
て
一
斉
点
検
を
し
て
い

た
だ
き
た
い

　
　
　
　
　
速
や
か
に
一
斉
点
検
、

確
認
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
火
災
警
報
器
点
検
の
必
要
性

を
防
災
無
線
で
流
し
て
い
た
だ
き

た
い
が

　
　
　
　
　
防
災
無
線
だ
け
で
な

く
、
全
戸
配
布
で
文
書
等
を
通
じ

て
町
民
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

て
再
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
最
近
火
災
に
よ
る
死
亡
事
故

が
多
い
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
購

入
に
助
成
金
は
出
せ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
助
成
金
支
給
制
度
は

南
佐
久
郡
の
町
村
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
戸
配
布
で
な
く
、
高
齢

者
世
帯
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置

し
て
あ
っ
て
も
電
池
切
れ
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
電
池
交
換

に
も
助
成
金
は
出
せ
な
い
か

　
　
　
　
　
佐
久
広
域
連
合
の
条

例
で
義
務
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
の

で
電
池
の
配
布
も
含
め
老
老
世
帯
、

老
人
の
単
独
世
帯
で
70
歳
以
上
の

世
帯
に
つ
い
て
警
報
器
の
助
成
金

制
度
を
つ
く
り
電
池
も
併
せ
た
中

で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
火
災
報

知
器
は
設
置
し
て
あ
る
と
理
解
し

て
い
い
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
で

独
り
暮
ら
し
の
方
も
お
り
ま
す
。

一
　
般
　
質
　
問

命と財産は守れますか

町民課長　行政として最善の努力はします

問

答

問

問

町
民
課
長

問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

問問町
民
課
長

小池　捨吉議員

町
民
課
長

町
民
課
長

問
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コ
ロ
ナ
は
、
全
て
の
人
に
等

し
く
襲
い
掛
か
る
も
の
で
は
な
く
、

最
も
弱
い
人
に
の
し
か
か
る
。

　
民
生
費
で
は
、
生
活
弱
者
を
重

視
す
べ
き
で
、
生
活
弱
者
は
買
い

物
弱
者
で
も
あ
る
。
移
動
販
売
事

業
は
買
い
物
弱
者
を
支
え
る
が
、

値
段
が
高
く
弱
者
に
高
負
担
を
強

い
て
い
る
。
ま
た
、
衛
生
環
境
の

悪
い
家
屋
に
住
む
お
年
寄
り
も
多

い
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
﹁
認
識
し
て
い
る
が
手
が
出

せ
な
い
。
﹂
と
も
言
っ
て
い
る
。

民
生
費
の
取
り
扱
い
を
考
え
た
ら

ど
う
か

　
　
　
　
　
予
算
に
現
れ
て
こ
な

い
部
分
が
多
い
が
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
的
確
に
把
握
し
、
個
々
の

対
応
を
諮
り
た
い
。

　
　
　
　
　
消
防
や
警
察
、
介
護

や
福
祉
と
い
う
タ
テ
割
り
で
な
く
、

横
断
す
る
よ
う
な
地
域
社
会
の
仕

組
み
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に

予
算
を
付
け
る
。

　
　
女
性
議
会
が
取
り
や
め
に
。

理
由
は
何
か

　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
っ
た
が

え
ば
、
市
の
沢
で
は
花
き
農
家
が

多
い
。
農
地
や
ハ
ウ
ス
、
空
き
家

も
あ
る
。
栽
培
技
術
者
も
い
る
。

そ
こ
で
、
花
卉
栽
培
に
関
心
の
あ

る
方
に
、
体
験
に
来
ま
せ
ん
か
、

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
こ
れ
を

集
落
で
運
営
す
る
。
こ
う
い
う
戦

略
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
議
会
と
は
逆
に
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画
策
定

が
施
政
方
針
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
金
や
集
落
支

援
事
業
の
申
請
に
、
そ
の
活
動
は

温
暖
化
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す

か
、
と
い
う
項
目
を
入
れ
れ
ば
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
温
暖
化
防
止
の

取
り
組
み
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

応
募
が
１
名
で
、
中
止
に
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
女
性
の
意
見
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
次
に
、
職
員
研
修
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
を
取
り
上
げ
た
ら
ど
う

か
、

　
　
　
　
　
含
め
て
、
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
女
性
職
員
に
役
職
者

が
い
な
い
。
是
正
を
お
願
い
し
た

い
。

　
　
農
業
と
文
教
に
関
わ
る
体
験

施
設
は
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
利

用
者
に
提
供
す
る
の
か

　
　
　
　
　
利
用
者
の
希
望
を
聞

い
て
役
場
の
職
員
が
担
当
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
そ
れ
は
、
も
っ
と
も

ら
し
く
聞
こ
え
る
が
、
目
的
意
識

に
欠
け
、
実
効
性
に
欠
け
る
。
例

　 渡
辺
議
員

総
務
課
長

一
　
般
　
質
　
問

町民課長　困りごとを的確に把握し個々の対応を図ります

問

答

問

問 総
務
課
長

総
務
課
長

町
政
へ
の
女
性
参
画
に
つ
い
て

体
験
宿
泊
施
設
の

運
営
に
つ
い
て

渡
辺
議
員

問

生活や買い物弱者に高負担を強いるな！

渡辺　均議員

問 町
民
課
長

渡
辺
議
員

渡
辺
議
員

渡
辺
議
員

民
生
費
と
弱
者
支
援
に
つ
い
て

温
暖
化
防
止
策
に
つ
い
て
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的埜　美香子議員

一
　
般
　
質
　
問

風
呂
に
入
っ
た
り
、
引
き
こ
も
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
移
動
の
関

係
を
強
化
し
、
社
協
の
方
に
来
れ

る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
参
り
た
い
。

　
　
町
に
は
ひ
と
り
親
世
帯
が
40

世
帯
。
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
県
の
方
の
事
業
で
児

童
扶
養
手
当
の
対
象
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
ご
家
庭
が
20
世
帯
、
平
均

で
40
万
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
コ
ロ
ナ
関
係
で
５
万
円
程

度
の
コ
ロ
ナ
給
付
も
あ
り
ま
し
た
。

町
営
住
宅
の
寡
婦
控
除
世
帯
も
７

世
帯
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
学
生
の
皆
さ
ん
本
当
に
大
変
。

学
生
応
援
事
業
を
又
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
商
品
券
を
学
生

も
対
象
に
し
、
ご
家
族
に
配
布
し

ま
す
。

　
　
外
出
を
控
え
て
い
る
お
年
寄

り
の
方
が
多
く
、
寂
し
い
思
い
を

さ
れ
た
り
、
健
康
面
も
心
配
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
が
社
協
の
方
に
来
て
い
た

だ
い
て
、
体
を
動
か
し
た
り
、
お

　

　
　
ひ
と
り
親
世
帯
が
40
世
帯
に

対
し
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が

20
世
帯
と
は
ど
う
し
て
か
。

　
　
　
　
　
基
準
額
を
超
え
て
い

る
か
、
親
御
さ
ん
の
ほ
う
で
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
に
加
算
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
支
給

さ
れ
な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
孤
立

す
る
ケ
ー
ス
は
な
い
か
。
困
窮
家

庭
を
見
つ
け
、
実
態
把
握
す
る
た

め
に
も
社
協
で
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
を
独
自
で
行
っ
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
口
規
模
か

ら
い
く
と
、
佐
久
圏
域
で
一
緒
に

や
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

声
が
多
い
中
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。
し

っ
か
り
と
し
た
相
談
窓
口
体
制
を
。

　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始

ま
る
の
で
し
っ
か
り
と
し
た
窓
口
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
対
応
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

　
　
令
和
３
年
度
の
予
算
を
見
た

と
き
に
、
不
要
不
急
の
事
業
が
多

い
と
感
じ
る
。
先
送
り
出
来
る
事

業
は
急
ぐ
必
要
は
な
い
の
で
は
。

　
　
　
急
務
で
あ
る
と
い
う
判
断

を
私
が
し
た
の
で
、
載
せ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
補
聴
器
の
購
入
費
用
を
公
費

助
成
す
る
制
度
が
、
加
齢
性
難
聴

者
は
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
年

金
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
は
重
い
負

担
。
公
的
な
補
助
制
度
を
。

　
　
　
　
　
制
度
設
計
に
向
け
て

他
町
村
の
状
況
を
調
査
致
し
ま
す
。

令和３年度予算不要不急の事業が多いのでは

町長　急務であるという判断を私がした

問

答

問

問

産
業
建
設
課
長

や
す
ら
ぎ
園
所
長

町
長

町
民
課
長

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民
支
援
を

問 問

問

問 補
聴
器
の
購
入
に
補
助
を

町
民
課
長

町
民
課
長

町
民
課
長

問

問

や
す
ら
ぎ
園
所
長
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そ
の
早
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
　

　
　
試
験
栽
培
を
す
る
と
決
め
た

時
点
で
の
町
の
構
想
を
聞
か
せ
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
度
親

沢
で
一
反
歩
実
施
し
、
５
種
類
の

試
験
栽
培
を
し
て
お
り
ま
す
。
新

年
度
は
笠
原
地
区
で
一
反
歩
に
十

種
類
の
苗
を
植
え
た
い
と
計
画
し

て
い
ま
す
。
あ
と
１
、
２
年
で
適

種
の
選
定
を
し
、
ど
ん
な
品
種
が

小
海
に
適
し
て
い
る
か
検
証
し
て

参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
お

い
し
い
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
目
を
向

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
区
民
の
要
望
に
答
え
る
公
園

整
備
を
町
の
事
業
で
や
っ
て
い
た

だ
け
な
い
で
す
か
。

　
　
　
各
集
落
か
ら
そ
う
い
っ
た

意
見
、
要
望
は
あ
り
ま
す
。
規
模

に
も
よ
り
ま
す
が
、
集
落
支
援
金

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
金
等
を
利
用

し
て
集
落
の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
ま
た
町

に
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
産
地
化

と
し
て
の
考
え
は

　
　
　
　
　
　
　
適
種
を
見
つ
け

一
町
歩
で
５
ト
ン
収
穫
し
、
５
千

本
の
ワ
イ
ン
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
農
家
二
町
歩
作
付
け
と

い
う
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
十
町

歩
ほ
ど
に
し
て
、
独
自
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
で
き
れ
ば
と
い
う
構
想
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
二
月
の
説
明
会
の
出
席
者
の

様
子
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
町
内
か
ら
三
名
、
東

京
か
ら
三
名
出
席
し
ま
し
た
。
東

京
か
ら
の
方
は
仲
間
が
五
人
い
て
、

将
来
は
法
人
化
し
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

造
る
希
望
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
次
に
集
落
で
花
見
の

で
き
る
よ
う
な
公
園
作
り
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
町
内
で
も
山
間
地

で
、
荒
廃
農
地
や
遊
休
農
地
と
な

ら
な
い
よ
う
守
っ
て
い
る
集
落
が

あ
る
。
観
光
地
ま
で
行
か
な
く
て

も
近
く
に
憩
え
る
所
が
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

町
長

一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
　
　
昨
年
か
ら
、
町
の
ワ

イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
試
験
栽
培
が
親

沢
地
区
で
始
ま
り
ま
し
た
。
最
近

の
当
地
区
の
野
菜
農
家
の
売
上
は
、

ひ
と
昔
前
の
よ
う
な
勢
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
後
継
者
も
少
な
く
、
遊

休
農
地
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
は
じ

め
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
状
況
下
で

の
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
と
い

う
こ
と
で
、
私
は
大
変
期
待
し
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
菜
農
家
と

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
の
双
方
が

あ
れ
ば
、
若
い
人
た
ち
の
Ｕ
タ
ー

ン
や
、
移
住
に
も
選
択
肢
が
増
え
、

後
継
者
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
の
希
望
を
持
ち
ま
し
た
。
３

年
目
に
は
実
を
つ
け
る
と
聞
き
、

　

ワイン用ぶどう栽培の成功に期待

町長　明るい未来に向かい、町の使命として進める

問

答

問

問

問

新
津
議
員

産
業
建
設
課
長

問 産
業
建
設
課
長

総
務
課
長

新津　孝徳議員

新
津
議
員
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保育を楽しむ未満児さん

　
　
女
性
の
社
会
参
加
が
進
み
、

ま
た
、
ど
う
し
て
も
保
育
を
お
願

い
し
て
い
な
け
れ
ば
働
け
な
い
家

庭
も
増
え
て
い
ま
す
。
社
会
の
流

れ
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

町
は
今
年
、
宅
地
造
成
設
計
委
託

し
、
２
０
２
４
年
頃
に
は
宅
地
販

売
の
開
始
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー

の
地
方
移
住
、
若
い
世
代
の
小
海

定
住
に
保
育
料
の
無
償
化
は
、
宅

地
販
売
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
だ

ろ
う
し
、
子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
小
海
町
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

　

う
か
。
看
護
師
Ｏ
Ｂ
の
方
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
し
て
く
れ
る
と
い
う

人
も
い
ま
す
し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
有
資
格
者
募
集
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
看
護
師
が
足
り
な
い
の
が

常
態
化
し
て
い
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ
や

経
験
者
で
あ
る
方
等
を
含
め
て
検

討
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
少
、

年
中
、
年
長
の
園
児
の
保
育
料
無

償
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
無
償
化
は
ど
こ
で
も
実

施
さ
れ
て
お
り
、
小
海
町
は
そ
れ

を
更
に
進
め
、
他
に
先
駆
け
た
保

育
行
政
に
よ
り
、
宅
地
販
売
、
若

い
世
代
の
定
住
促
進
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
即
答
は
で
き
な
い
が
、
大

変
貴
重
な
意
見
と
心
か
ら
承
っ
て

お
き
ま
す
。

　
　
園
児
が
健
康
上
の
問
題

が
生
じ
た
時
、
園
児
の
親
に

連
絡
さ
れ
、
親
が
か
け
つ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
、
勤
務
し
て
い
る

親
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
大

変
で
す
し
、
保
育
士
さ
ん
が

そ
の
園
児
に
専
念
す
る
こ
と

も
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
親
が
時
間
的
余

裕
を
持
っ
て
園
児
を
迎
え
に

こ
れ
る
よ
う
保
育
園
に
看
護

師
の
配
置
は
い
か
が
で
し
ょ

町
長

町
長

一
　
般
　
質
　
問

　
　
今
年
の
保
育
園
児
は
104
人
、

保
育
料
は
長
時
間
保
育
を
除
い
て

未
満
児
の
み
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

産
後
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
保
育

園
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
々
も
お
り
、
産
後
で
も
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
保
育
料
は
無
償

に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
町
長
の

お
考
え
を
。

　
　
　
ど
う
し
て
も
と
い
う
皆
さ

ん
に
限
っ
て
受
け
た
い
と
い
う
、

も
と
も
と
の
理
念
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
完
全
無
償
化
は
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

未満児保育、無償で
若年世代定住・宅地販売促進を

町長　無償化は今のところ考えておりません

問

答

問

問

園
児
の
健
康
管
理
に

看
護
師
の
配
置
を
!!
　
　

問

篠原　伸男議員

町
長

宅
地
販
売
や
移
住
定
住
促
進
の

大
き
な
目
玉
に
な
る
!!
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は
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
﹁
町
民
の
皆
様
の
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
、
ご
要
望
を
町
政
に
反

映
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
﹂
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
弱

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
点
、
予
算
提
案
で
説
明

資
料
の
未
提
出
が
問
題
と
な
り
、

﹁
資
料
を
出
す
能
力
は
職
員
に
は

あ
る
、
ま
た
出
さ
な
き
ゃ
い
け
な

い
﹂
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
？

　
　
　
資
料
提
示
は
拒
ん
だ
こ
と

は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
全
国
の
知
事
会
な
ど
が
、
国

保
へ
の
﹁
国
の
財
政
支
援
１
兆
円

を
﹂
と
言
っ
て
い
る
。
国
の
制
度

の
い
い
な
り
に
、
住
民
に
課
税
す

る
と
、
所
得
の
低
い
皆
さ
ん
の
滞

納
が
増
え
る
。
こ
う
い
う
形
が
続

い
て
い
ま
す
。
町
の
国
保
の
貯
金

は
５
０
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
１

部
を
使
い
国
保
税
の
値
下
げ
を
町

長
の
英
断
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
国
・
県
あ
っ
て
の
町
で

す
。
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
当
初
予

算
、
小
海
駅
前
再
整
備
設
計
委
託

料
１
０
０
０
万
円
、
ど
う
い
う
こ

と
や
る
と
い
う
資
料
が
な
い
、
新

分
譲
地
宅
地
設
計
委
託
３
５
０
０

万
円
も
。
聞
け
ば
答
え
る
と
い
う

姿
勢
で
す
。

　
令
和
３
年
１
月
４
日
開
催
の
町

長
訓
示
、
機
動
力
５
か
条
︵
町
長

ブ
ロ
グ
か
ら
︶
に
問
題
あ
り
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
﹁
民
間
な
ら
許

さ
れ
る
が
、
公
共
団
体
で
は
看
過

で
き
な
い
事
項
が
見
逃
さ
れ
、
推

奨
さ
れ
て
い
る
﹂
、
こ
れ
が
様
々

の
問
題
を
招
い
て
い
る
。

　
　
現
在
６
万
８
８
０
０
円
の
方

が
７
万
２
０
０
０
円
で
す
。
第
１

段
階
の
人
の
保
険
料
は
２
万
１
６

０
０
円
に
な
り
、
平
均
所
得
額
５

０
０
０
円
の
４
・
32
倍
に
な
り
ま

す
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
　
　
円
滑
な
運
営
を
し
て
い
く

に
は
、
必
要
と
い
う
認
識
で
す
。

町
長

町
長

町
長 一

　
般
　
質
　
問

　
　
３
年
前
、
元
気
な
小
海
町
を

と
挑
戦
・
新
鮮
・
実
行
を
掲
げ
て

幾
つ
か
の
政
策
を
実
際
に
実
行
さ

れ
て
き
た
。
町
づ
く
り
委
員
会
を

設
置
す
る
と
あ
っ
た
が
？

　
　
　
各
区
、
民
生
委
員
会
、
各

種
審
議
会
、
委
員
会
、
協
議
会
等

全
部
出
席
し
、
町
民
の
皆
様
の
意

見
を
拝
聴
し
て
き
ま
し
た
。
元
気

な
町
を
作
る
た
め
の
意
見
の
拝
聴

　

町長　大きな失敗ではなかったと認識しています

問

答

問

問町
長

町
民
目
線
の
行
政
を
推
進

す
る
た
め
に
、
町
づ
く
り

委
員
会
を
設
置
す
る
と
あ

っ
た
が
？

井
出
議
員

問

問

この３年間、色々な問題が起きたが

井出　薫議員

国
保
税
、高
く
て
本
当
に
大
変

要
求
し
て
も
資
料
が
出
な
い

介
護
保
険
料
４
・
７
％
の
値
上
げ
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４
年
任
期
の
最
後
の
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

色
々
な
行
事
へ
の
参
加
も
で
き
ず
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
も
減
る

中
で
、
い
か
に
日
常
的
意
識
的
に
結
び
つ

く
こ
と
が
議
会
人
と
し
て
大
事
か
と
い
う

こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
一
年
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
・
福
祉
の
脆
弱

さ
や
環
境
破
壊
な
ど
様
々
な
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
際
限
な
き
利
潤
を

追
求
す
る
資
本
主
義
の
限
界
を
唱
え
る
声

も
多
く
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
ど
う
い
う

世
の
中
に
す
る
の
か
人
類
的
課
題
で
す
。

　
﹁
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
﹂
と

ほ
ん
の
一
握
り
の
人
が
全
世
界
を
支
配
す

る
よ
う
な
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
自
給
力

を
高
め
、
い
か
に
地
域
で
支
え
合
い
を
構

築
で
き
る
か
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
そ
う

で
す
。
　
　
︵
編
集
委
員
　
的
埜
美
香
子
︶

　
　
　
　
　
　
編
集
責
任
者
　
鷹
野
弥
洲
年

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
　
井
出
　
　
薫

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
新
津
　
孝
徳

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
的
埜
美
香
子

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
有
坂
　
辰
六

◆
小
海
町
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶

５
千
５
百
45
万
円
を
増
額
し
総
額
は
52

億
１,

０
６
０
万
円
。
主
な
も
の
は
コ

ロ
ナ
対
策
事
業
の
追
加
実
施
︵
１
人
当

た
り
１
万
円
の
Ｐ
マ
ネ
ー
配
布
と
１
人

当
た
り
３
千
円
の
食
事
券
配
布
等
︶
と

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
る
予
算

の
補
正
で
す
。
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
　
２
月
18
日
開
催

臨
　
時
　
会

補
正
予
算

●
町
営
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、
令
和
３

　
年
度
か
ら
新
し
い
区
間
を
運
行
す
る

　
こ
と
に
な
る
の
で
町
民
に
周
知
徹
底

　
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
町
民
に
配
布
す
る
町
営
路
線
バ
ス

時
刻
表
に
は
起
点
ま
た
は
終
点
を

「
福
山
（
ナ
ナ
ー
ズ
前
）
」
と
表
記

し
て
わ
か
り
や
す
く
す
る
と
と
も

に
、
防
災
無
線
・
公
民
館
報
な
ど
を

活
用
し
た
広
報
を
実
施
し
、
町
民
へ

の
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
書
庫
の
整
理
に
つ
い
て
、
文
書
保

　
存
期
間
等
に
よ
り
整
理
す
る
と
と

　
も
に
、
不
用
品
は
処
分
を
行
う
な

　
ど
整
理
整
頓
に
心
掛
け
ら
れ
た
い
。

○
町
長

　
書
庫
の
整
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
書
取
扱
規
定
に
従
い
文
書
整
理

を
行
う
と
と
も
に
、
物
品
の
適
切

な
管
理
と
不
用
品
の
処
分
な
ど
、

書
庫
の
効
果
的
な
利
用
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

●
各
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事

　
業
計
画
等
の
作
成
に
よ
り
事
業
実

　
施
さ
れ
た
い

○
町
長

　
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
も

計
画
、
立
案
の
基
、
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
事
業

の
目
的
、
期
待
す
る
効
果
な
ど
解

り
や
す
い
説
明
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

●
予
算
説
明
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ

　
て
は
、
詳
細
な
説
明
資
料
の
作
成

　
と
根
拠
資
料
の
添
付
等
の
対
応
を

　
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
予
算
説
明
資
料
に
つ
い
て
は
、

分
か
り
や
す
く
表
記
す
る
な
ど
内

容
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
根
拠
資
料
の
添
付
等
細

か
い
説
明
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

予
算
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

●
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
低
所
得
者

　
対
策
と
し
て
公
的
な
補
助
を
増
や

　
す
よ
う
、
国
・
県
に
要
望
さ
れ
た

　
い
。

○
町
長

　
将
来
的
に
介
護
保
険
料
は
全
国

的
に
増
額
し
続
け
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
近
隣
町
村
と
も
連
絡
を

と
っ
た
う
え
で
、
公
的
な
施
策
に

よ
っ
て
介
護
保
険
料
の
低
減
に
つ

な
が
る
よ
う
、
国
・
県
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。
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